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古
詩

「
上
山
采
藤
蕪
」
考

松

浦

崇

序

言

梁

の
簡
文
帝
の
命
を
受
け
て
徐
陵
が
編
纂
し
た

『
玉
豪
新
詠
』
は
、
懲
愛
詩
の
み
を
集
め
た
詩
集
と
し
て
特
色
が
あ
る
。
そ
の
巻

一

に
は
漢
代
に
作
ら
れ
た
詩
歌
が
、
そ
し
て
そ
の
巷
頭
に
は
、

「古
詩
八
首
」
と
い
う
漢
代
無
名
氏
の
詩
が
牧
め
ら
れ
て
い
る
。

「古
詩
八
首
」
の
多
く
は
、
棄
婦
や
思
婦
の
情
愛
を
切
々
と
詠
い
、
離
別
の
悲
哀
を
極
め
て
深
刻
に
表
現
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

其
二

「
凛
凛
歳
云
暮
」

は
、

夢
の
中
の
新
婚
生
活
を
描
い
て
、

遠
く
旅
に
出
た
夫
を
思
う
妻
の
詩
で
あ
る
。

其
三

「
再
再
孤
生
竹
」

は
、
結
婚

の
約
束
を
し
な
が
ら
結
婚
で
き
な
い
の
を
悲
し
む
若
い
女
性
の
詩
で
あ
る
。

其
四

「
孟
多
寒
氣
至
」

と

其
五

「
客
從
遠
方

來

」
は
、

旅
の
途
中
の
夫
か
ら
手
紙
や
贈
り
物
が
届
け
ら
れ
、

一
層
悲
し
み
を
増
す
と
い
っ
た
詩

で
あ
る
。

其
六

「
四
坐
且
莫
誼
」

は
、
香
櫨
の
煙
に
託
し
て
、

人
の
心
の
移
ろ
い
易
い
の
を
嘆
い
た
詩
で
あ
る
。

其
七

「
悲
與
親
友
別
」
は
、

親
友
と
の
別
れ
に
際

し

古
詩

「上
山
采
蘇
蕪
」
考
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て
、
友
情
が
永
遠
に
攣
わ
ら
な
い
よ
う
に
と
所
る
詩
で
あ
る
。
.其
八

「穆
穆
清
風
至
」
は
ハ
遠
行
の
慰
人
と
の
約
束
な
全
う
↓
牝
い
と

願
う
詩
で
あ
る
。

こ
う
し
た
深
刻
で
重
厚
な
詩
が
多
い

「古
詩
八
首
」
の
中
に
あ

っ
て
、
次
に
學
げ
る
其

一

「上
山
采
簾
蕪
」
(以
下
、
「靡
蕪
の
詩
」

と
呼
ぶ
)
だ
け
は
、
か
な
り
異
質
な
感
し
を
與
え
る
詩
で
あ
る
。
.

1
上
山
采
擁
蕪

(『藝
文
類
聚
』
三
二
引

「古
詩
」
、
『太
平
御
覧
』
五
二

一引

「古
樂
府
」」
同
九
ス
ニ
引

「盾
詩
」
、
、並
、「
蘇
」
.作

「藻
琶
ρ
〉
.

2
下
山
逢
故
夫

3
長
脆
問
故
夫

(『太
平
御
覧
』
五
一=
引

「古
樂
府
詩
」、
「長
脆
」
作

「廻
首
」。)

4
新
人
復
何
如

5
新
人
錐
言
好

(『藝
文
類
聚
』
三
二
引

「古
詩
」、
「言
」
作

「
云
」。)

6
未
若
故
人
妹

7
顔
色
類
相
似

(『藝
文
類
聚
』
三
二
引

「古
詩
」、
作

「其
色
似
其
類
」。)

8
手
爪
不
相
如

9
新
人
從
門
入

10
故
人
從
閤
去

11
新
人
工
織
謙

(『太
平
御
覧
』
八

一
四
引

「古
詩
」
、
「工
」
作

「能
」
。)

12
故
人
工
織
素



13
織
練
日

一
匹

14
織
素
五
丈
餘

15
將
練
來
比
素

16
新
人
不
如
故

(
『
太

平
御
覧
』

八

一
四
引

「
古
詩
」
、
「
匹

」
作

「
疋
」
。
)

一
藝
文
類
聚
』
三

二
引

「
古
詩
」
、
作

「
持
練
將
比
素
」
。
同
八
五
引

「
古
詩
」
、

作

「
以
鎌
持
比
素
」
。

『
太
平
御
覧
』
八

一
四
引

「
古

詩
」
、
作

「
以
練
特
比
素
」
。

こ
の
靡
蕪
の
詩
も
、
男
に
捨
て
ら
れ
た
女
性
の
悲
し
み
を
表
現
し
て
は
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
見
勝
手
な
夫
が
前
妻
と
後
妻
と
を

比
較
し
た
部
分
は
む
し
ろ

ユ
ー
モ
ラ
ス
で
あ
り
、
重
厚
な
他
の
七
篇
に
比
べ
て
輕
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
小
論
で
は
こ
の
詩
を
と
り
あ
げ
て
こ
の
詩
の
テ
ー
マ
を
再
検
討
し
、
併

せ
て
、
こ
の
詩
が

『
玉
毫
新
詠
』

の
巻
頭
に
牧
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
初
め
に
靡
蕪
の
詩
を
、
通
説
に
從

っ
て
讃
み
下
す
こ
と
に
す
る
。

1
山
に
上
り
て
藻
蕪
を
采
り
、

2
山
を
下
り
て
故
夫
に
逢
ふ
。

3
長
脆
し
て
故
夫
に
問
ふ
、

4
「新
人
復
た
何
如
」
と
。

5
「新
人
は
好
し
と
言
ふ
と
錐
も

古
詩

「上
山
采
簾
蕪
」
考
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6
故
人
の
妹
な
る
に
若
か
ず
。

7
顔
色
は
類
ね
相
似
た
る
も
、

8
手
爪
は
相
如
か
ず
。

9
新
人
は
門
よ
り
入
り
、

10
故
人
は
閤
よ
り
去
る
。

11
新
人
は
練
を
織
る
に
工
な
り
。

12
故
人
は
素
を
織
る
に
工
な
り
。

13
練
を
織
る
こ
と
日
に

一
匹
、

14
素
を
織
る
こ
と
五
丈
餘
り
。

15
練
を
將
ち
來
り
て
素
に
比
す
れ
ば
、

16
新
人
は
故
に
如
か
ず

。」

こ
の
詩
の
問
題
黙
は
、
第
五
句
か
ら
第
八
句
ま
で
の
讃
み
方
と
解
繹
で
あ
る
。
第
五
句

・
第
六
句
で
、

「
新
人
は
好
し
と
言
ふ
と
錐

も
・
故
人
の
妹
な
る
に
若
か
ず
」
と
、
顔
色
の
優
劣
を
判
断
し
て
い
な
が
ら
、
第
七
句
で
、

「
顔
色
は
類
ね
相
似

た
る
も
」
と
、
優
劣

を
否
定
し
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
に
矛
盾
し
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
從
來
、
次
の
よ
う
な
三

つ
の
解
繹
が
あ

っ
た
。

一
つ
は
、
第
七
句
を
言
い
直
し
と
み
て
、
そ
こ
に
夫
の
心
理
の
微

(
1
)

妙
な
推
移
を
み
よ
う
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
田
中
謙
二
氏
は
、
こ
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
課
し
て
い
る
。
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5
新
し
い
嫁
さ
ま
は
好
い
の
だ
が
、

6
も
と
の
嫁
さ
ま
ほ
ど
器
量
よ
し
じ
ゃ
ね
え

7
い
や
、
器
量
は
ま
あ
似
た
よ
う
な
も
の
だ
が
、

8
手
さ
き
の
器
用
さ
は
か
な
わ
ん
さ

二
つ
目
は
、
第
七
句
を
帳
定

(譲
歩
)
と
み
て
、

「ま
あ
假
り
に
百
歩
譲

っ
て
、
顔
の
美
し
さ
は
差
が
な
い
と

し
て
も
、
云
云
」
と

(
2
)

繹
す
考
え
方
で
あ
る
。
辛
嶋
駐
氏
の
繹
は
、
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

5
な
る
ほ
ど
新
し
い
妻
は
よ
い
の
は
よ
い
が
、

6
や

っ
ぱ
り
お
ま
え
の
方
が
美
人
だ
つ
た
。

7
ま
あ
顔
の
美
し
さ
は
か
り
に
お
つ
か
つ
だ
と
し
て
も
、

8
手
の
働
き
は
と
て
も
お
ま
え
に
お
よ
ぼ
な
い
。

三
つ
目
は
、
第
六
句
の

「
妹
」
を
第
五
句
の

「
好
」
と
全
く
同
じ
と
み
て
、
第
五
句

・
第
六
句
を
総
括
的
評
債
と
み
る
考
え
方
で
あ

勉

)
こ
の
説
に
從

っ
て
第
五
句
と
第
六
句
を
課
せ
ば
・
奨

の
よ
う
に
な
る
・

5
新
し
い
妻
も
よ
い
こ
と
は
よ
い
が
、
一

6
お
前
ほ
ど
よ
く
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
三
つ
の
解
繹
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
さ
が
あ
り
、
ど
れ
も
誤
り
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
第

一
の
説
に
從
え
ば
、
言
い
直
し

を
丁
る
よ
う
な
優
柔
不
断
さ
が
、
却

っ
て
こ
の
男
の
性
格
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
第
二
の
説
に
從
え
ば
、

「
手
爪
」
の

古
詩

「上
山
采
簾
蕪
」
考
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中
國
文
學
論
集

第
十
二
號

優
劣
が

一
層
強
調
さ
れ
、
解
澤
と
し
て
は
面
白

い
。
第
三
の
説
に
從
え
ば
、
第
六
句
と
第
七
句
と
の
矛
盾
が
全
く

な
く
な
る
。
し
か
し

な
が
ら
詩
以
上
の
三

つ
の
説
は
、
ど
れ
が
正
し
い
の
か
、
絶
封
的
な
決
め
手
に
訣
け
る
。
ま
た
、
何
よ
り
も
氣
に
な
る
の
は
、
こ
の
詩

(4
)

の
も

つ
輕
さ
を
拭
い
き
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
、

「素
朴
に
し
て
淡
々
と
し
た
歌
い
ぶ
り
」
に
輕
妙
な
面
白
さ
が
あ
る

と
言
え
な
い
こ
と
も
な
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
詩
が

『
玉
毫
新
詠
』
の
巻
頭
に
置
か
れ
て
い
る
黙
に
、
強

い
疑
問
を
抱
く
。
し

か
も
、
「古
詩
八
首
」
の
其
二

・
其
三

・
其
四

・
其
五
は
、

「
古
詩
十
九
首
」
-
の
そ
れ
ぞ
れ

其
十
六

・
其
八

・
其
十

二

・
其
十
八
に
相
當

す
る
名
詩
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
さ
し
お
い
て
、
簾
蕪

の
詩
が
な
ぜ
其

一
に
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
更
に
言
え
城
、
第
八
句
で

「手

爪
」
の
優
劣
を
言
い
、
第
十

一
句
以
降
で
再
び

「手
爪
」
の
優
劣
を
詳
し
く
述
べ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
う
す
る
と
、
第
九
句

・
第
十

句
が
ど
う
し
て
も
浮
い
て
し
ま
う
。
詩

の
構
成
の
面
か
ら
も
、
何
か
落
ち
着
き
の
な
さ
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

灘

二

そ
こ
で
わ
た
ぐ
し
は
、
從
來
の
通
説
と
は
全
く
違
う
讃
み
方
と
解
繹
と
を
こ
こ
に
示
し
た
い
。
そ
れ
は
、
結
論
か
ら
先
に
言
え
ば
、

第
五
句
を

「
新
人
は
言
好
し
と
錐
も
」
と
讃
み
、
「
新
し
い
妻
も
言
葉
遣
い
は
よ
い
が
」
と
繹
す
考
え
方
で
あ
る
Q

㍑

、

・

「
難
十
A
十
B
」
=

「A
は
B
と
難
も
」
の
構
文
は
珍
し
く
な
い
。
因
み
に
、
『
文
選
』
の
中
か
ら
用
例
を
學
げ

る
と
、
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
。

A

B

O
錐
賢
不
乏
世
、
…
…

(曹
植

「求
自
試
表
」
ー

巻
二
七
)

A

B

 O
錐
太
平
未
治
、
…
…

(
干
寳

「晋
紀
網
論
」
1

巻
四
九
)



0
錐
太
上
至
公
、
聖
徳
無
私
、
…
…

(庚
亮

「
譲
中
書
令
表
」
1

巻
三
八
)

た
だ
し
、
「
錐
言
」
は
、
「
難
云
」
や

「難
日
」
と
同
じ
よ
う
に
、
「～
と
言
ふ
と
難
も
」
と
讃
む
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
『藝
文
類
聚
』

巻

三
二
に
引
く

「古
詩
」
は
、

「難
言
」
で
は
な
く

「難
云
」
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
で
あ
れ
ば
、
「
新
人
は
好
し
と
云
ふ
と
錐
も
」
と

し
か
讃
め
な
い
。
し
か
も
、
「
古
詩
十
九
首
」
の
、

客
行
錐
云
樂
、
…
…

(其
十
九
)

と
同

一
構
文
で
あ
る
か
ら
・
異
を
唱
え
る
餘
地
は
全
く
な
く
な
る
。
し
か
し
・
『
藝
文
類
聚
』
は
恐
ら
く
誕
ま

っ
た
の
で
あ
ケ
う
。

「
難
言
」

の
用
例
は
意
外
に
少
な
い
・
南
北
朝
以
前
の
詩
に
使
腔
れ
た
の
は
、
次
の
二
例
だ
け
で
あ
る
。

○

難

レ
言

レ
未

二
相

識

一
、

…

…

(
徐
俳

(
妻
劉
氏

)
「
答
唐
娘

七
夕
所
穿
」
1

『
玉
毫
新
詠
』
巻
六
)

0

難

レ
言

二
萬

里
隔

一、

…

…

(
繹
亡
名

「
愛

離
」
、1

『
全
北
周
詩
』
巻

一
)

こ
れ
ら
の
場
合
は
、
と
も
に

「～
と
言

ふ
と
錐
も
」
と
讃
む
。

と
こ
ろ
が
、
「難
言
」
を

「～
と
言
ふ
と
錐
も
」
と
讃
ま
な
い
用
例
も
あ
る
。
詩
で
は
な
い
が
、
次
の
例
が
そ
れ
で
あ
る
。

劉
サ
目
庚
中
郎
、

「
錐
言
不
惜
倍
似
道
、
突
兀
差
可
以
擬
道
。
」

禦

(炎卜'
)
庚
中
郎

(散
)
言

す
ら
く
・
コ
卸
轡

皆

し
で
道
に
似
ず
と
鷺

突
兀
と
し
て
欝

て
道
に
擬
す
べ
し
」
飽

(
『世
説

』
品
藻
篇

五
八
〉

こ
れ

は
・
「
錐

+
A

+
B

」
=

「
A

は
B

と
錐

も

」

の
構

文

で

あ

り
で

「
言

(
言

葉

)

は
～

と
錐

も
」

ど
讃

む

例

で

あ

る

。

し

た

が

っ

て
、

廃

蕪

の
詩

の
第

五

句

を

「
新

人

は
言

好

し

と
錐

も

」

と

讃

ん

で
も

、

全
く

誤

り

で
あ

る
と

は

い
え

な

い
だ

ろ

う
。

、
、

.:

古
詩

「
上

山
采
扉
蕪
」
考
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中
國
文
學
論
集

第
十
二
號

た
だ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
第
六
句
の

「妹
」
の
意
味
で
あ
る
。
「
妹
、
美
色
也
」
(
『
詩
経
』
郡
風

「
静
女
」
毛
傳
)
な

ど

の
訓
詰
に
基
い
て
、
「妹
」
を
容
貌
の
美
し
さ
に
と
れ
ば
、
「
新
し
い
妻
も
言
葉
遣
い
は
よ
い
が
、
お
前
の

(
容
貌

の
)
美
し
さ
に
は
及

ば
な
い
」
と
な

っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
O
け
れ
ど
も
、
「
妹
、
好
也
」
(揚
雄

『方
言
』

一
・
許
愼

『
説
文
解

字
』
)
と
い
う
訓
詰
も
あ
る
か
ら
、
「
妹
」
は

「
好
」
と
全
く
同

一
と
み
て
も
構
わ
な
い
。
な
ぜ

「好
」
で
な
く

「
妹
」
か
と
言
え
ば
、

脚
韻
を
合
わ

せ
る
た
め
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
第
五
句
と
第
六
句
は
次
の
よ
う
に
課
せ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

5
新
し
い
妻
も
言
葉
遣
い
は
よ
い
が
、

6
お
前

の

(言
葉
遣
い
の
)
よ
さ
に
は
及
ば
な
い
。

さ
て
こ
こ
で
、
も
う

一
つ
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
八
句
の

「手
爪
」
の
意
味
で
あ
る
。
從
來
こ
れ
を
、

「
手
先
の
器
用
さ
」
と

か

「手
の
働
き
」
と
か
繹
し
て
い
る
。

し
か
し
、

こ
れ
を

「
指
先
の
美
し
さ
」

と
は
解
せ
な
い
だ
ろ
う
か
。

手

の
美
し
さ
は
昔
か
ら

美
人
の
條
件
の
;

と
さ
れ
て
馳

。
「古
詩
十
九
首
」
に
も
・
白
く
美
し
い
手
の
こ
と
が
詠
わ
れ
て
馳

・
難

の
詩
は
二
句
ず
つ
き

れ

い
な
封
句
が
並
ん
で
い
る
の
で
、
第
七
句
と
第
八
句
も
同

一
の
こ
と
を
の
べ
て
い
る
と
み
て
、
次
の
よ
う
に
課
す
の
で
あ
る
。

7
顔
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
が
、

8
指
先

の
美
し
さ
は
お
前
に
及
ぼ
な
い
。

こ
う
す
れ
ば
、
詩
の
構
成
の
面
か
ら
も
ス
ッ
キ
リ
す
る
。
す
な
わ
ち
、
第
五
句

・
第
六
句
は

「言

(言
葉
遣
い
)
」
の
比
較
、
第
七
句

・
第
八
句
は

「顔
色

(容
貌
)
」
の
比
較
、
そ
し
て
第
十

一
句
以
降
は
機
織
り
の
能
力
の
比
較
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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三

と
こ
ろ
で
、
わ
た
く
し
が
あ
え
て
こ
の
よ
う
な
解
繹
を
示
し
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る

「婦
人
の
四
徳
」
の
思
想
が
こ
の
詩

の
主
要
な
テ

ー
マ
だ
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

四
徳

(四
行
と
も
い
う
)
と
は
、
女
性
が
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
四
つ
の
徳
、
す
な
わ
ち
、
「
徳
」
・
「言
」
・
「
容
」
・
「
功
」
を

い
う
。
『
周
禮
』
や

『儀
禮
』
に
も
見
え
る
が
、
こ
こ
で
は

『
禮
記
』
の
文
章
を
引
用
し
よ
う
。

先
嫁
三
月
、
…
…
教
以
婦
徳

・
婦
言

・
婦
容

・
婦
功
。
(昏
義
篇
)

鄭
玄
は
四
徳
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

婦
徳
謂
貞
順
、
婦
言
謂
僻
令
、
婦
容
謂
娩
娩
、
婦
功
謂
孫
菓
。

婦
徳
と
は
貞
順

(貞
淑
從
順
な
こ
と
)
を
謂
ひ
、
婦
言
と
は
欝
令

(言
葉
遣
い
が
よ
い
こ
と
)
を
謂
ひ
、
婦
容
と
は
碗
娩

(し
と

や
か
で
美
し
い
こ
と
)
を
謂
ひ
、
婦
功
と
は
練
某

(機
織
り
が
で
き
る
こ
と
)
を
謂
ふ
。
(『周
禮
』
天
官
九
嫁
注
)

後
漢
の
曹
大
家
は
こ
れ
を
女
性

へ
の
誠
め
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
ぺ
て
い
る
。

女
有
四
行
、

一
日
婦
徳
、
二
日
婦
言
、
三
日
婦
容
、
四
日
婦
功
。

夫
云
婦
徳
、
不
必
才
明
絶
異
也
。
婦
言
、
不
必
辮

ロ
利
僻
也
。
婦
容
、
不
必
顔
色
美
麗
也
。
婦
功
、
不
必
技

巧
過
人
也
。

幽
聞
貞
静
、
守
節
整
齊
、
行
己
有
恥
、
動
静
有
法
、
是
謂
婦
徳
。

澤
僻
而
説
、
不
道
悪
語
、
時
然
後
言
、
不
厭
於
人
、
是
謂
婦
言
。

古
詩

「上
山
采
藤
蕪
」
考
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盟
涜
塵
械
、
服
飾
鮮
潔
、
沐
浴
以
時
、
身
不
垢
辱
、
是
謂
婦
容
。

專
心
紡
績
、
不
好
戯
笑
、
潔
齊
酒
食
、
以
奉
賓
客
、
是
謂
婦
功
。

此
四
者
、
女
人
之
大
徳
、
而
不
可
乏
之
者
也
。
然
爲
之
甚
易
。
惟
在
存
心
耳
。
古
人
有
言
h
「
仁
遠
乎
哉
、
我
欲
仁
而
仁
斯
至
　
己

此
之
謂
也
。
(「女
誠
」
1

『後
漢
書
』
列
女
傳
)

こ
こ
で
注
意
し
て
ほ
し
い
の
は
、
靡
蕪
の
詩
の
主
人
公
が
、
婦
人
の
四
徳
を
完
壁
に
備
え
た
女
性
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
「婦
徳
」
に
つ
い
て
。

夫
れ
婦
徳
と
云
ふ
は
、
必
ず
し
も
才
明
絶
異
な
ら
ず
。
・;
…
幽
聞
貞
静
、
節
を
守
り
て
整
齊
、
己
を
行
ふ
に
恥
有
り
、・
動
静
に
法

有
り
、
是
れ
婦
徳
と
謂
ふ
。

靡
蕪
の
詩
に

「徳
」
と
い
う
言
葉
は
見
え
な
い
が

(後
述
す
る
如
く
、
見
え
な
い
所
に
意
味
が
あ
る
の
だ
が
)、
彼
女
ほ
ど

「
婦
徳
」

を
備
え
た
女
性
も
珍
し
い
。
元
の
夫
に
會

っ
た
時
、

彼
女
は

「
長
脆
」
(第
三
句
)
し
て
最
大
限
の
敬
意
を
表
わ
し
て
い
る
。

怨
ん
で

は
い
な
い
よ
う
だ
し
、
ま
し
て
や
、
嫉
妬
し
て
い
る
様
子
も
全
く
み
え
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
夫
の
身
の
上
を
心
配
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
「
新
人
復
た
何
如
」
(第
四
句
)
と
い
っ
た
言
葉
に
は
、
女
性
の
貞
淑
從
順
さ
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
・

次
に
、
彼
女
示

「婦
言
」
を
備
え
て
い
た
こ
と
は
、
前
章
で
示
し
た
新
し
い
解
繹
に
從
え
ば
、
夫
の
口
か
ら
語

ら
れ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
「女
誠
」
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

婦
言
と
は
、
必
ず
し
も
辮
口
利
餅
な
ら
ず
。
…
…
僻
を
揮
ん
で
説
き
、
悪
語
を
道
は
ず
、
時
あ
り
て
然
る
後

に
言
ひ
、
人
に
厭
は

れ
ず
、
是
れ
婦
言
と
謂
ふ
。



彼
女
の

「新
人
復
た
何
如
」
(第
四
句
)
と
い
う
短
い
言
葉
は
、
「
僻
を
揮
ん
で
説
」
い
た
も
の
で
あ
る
。
「
新
人
は
門
よ
り
入
り
、故

(
8
)

人
は
閤
よ
り
去
る
」

(第
九
句

・
第
十
句
)
を
、
,彼
女
の
言
葉
と
み
る
説
が
あ
る
ゆ
わ
た
く
し
は
、
第
五
句
以
降

は
す
べ
て
夫
の

言

葉

と
み
た
方
が
詩
の
流
れ
と
し
て
は
よ
い
の
で
、
そ
の
説
を
と
ら
な
い
が
、
そ
の
場
合
で
も
、
夫
や
新
し
い
妻
に

「悪
語
」
を
言

っ
て
い

る
の
で
は
な

い
。
彼
女
の
言
葉
遣
い
の
よ
さ
は
、
疑
い
の
餘
地
が
な
い
。

次
に
、
「
婦
容
」
の
面
で
も
劣

っ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
も
夫
が
語

っ
て
い
る
。

「女
誠
」
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

婦
容
と
は
、
必
ず
し
も
顔
色
美
麗
に
あ
ら
ず
。
…
…
塵
稜
を
盟
溌
し
、
服
飾
鮮
潔
、
沐
浴
す
る
に
時
を
以
て
し
、
身
に
垢
辱
あ
ら

ず
、
是
れ
婦
容
と
謂
ふ
。

彼
女
は
こ
の
時
、
「靡
蕪
」
(第

一
句
)
を
採
り
に
山
に
出
掛
け
て
い
た
。
香
り
草
を
採
る
こ
と
は
、
身
を
清
潔

に
保
ち
、
貞
節
を
守

る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

一
説
に
、
簾
蕪
は
古
く
か
ら
子
供
が
で
き
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
藥
草
で
あ
り
、
彼
女
は
子
供
が
で
き
な

(
9
)

か

っ
た

た

め

に
離

縁

さ
れ

た

の
だ

と

い
う

。

離

蕪

を

藥

草

と

み

る

に

し

ろ
香

り
草

と

み

る

に
し

ろ
、

彼

女
が

し

と

や

か

で
美

し

い
女

性

で
あ

っ
た

こ

と

は

間
違

い
な

い
。

し

か
も

、

前

述

の
よ

う

に

、
■
手
爪

」

(
第

八
句

ソ

を

絹
指

先

の
美

し

捲
」

と

と
れ

ば
「

彼

女

が

こ

の

鮎

で
も

勝

っ
て

い
た

こ

と

は
、

更

に
歴

然

と

し

て
く

る
。

7

ン

、帆

:

ー
.

.

'
.

.

.・

、
㌃

∴

・う
・
.
'

・.∴
∵

'

最

後

に
、
、
彼

女

が

「
婦

功

」

の
上

で

も

卓

越

し

て

い
た

こ

と

は
、

ζ
れ

も

夫

が

詳

し

す
ぎ

る

ほ

ど
語

つ
て
い

る
ゆ

「
女

誠

」

は

孜

め

よ

う

に
言

う

。

婦

功

と

は
、

必
ず

し
も

技

巧

人

に
過

ぎ

た

る

に
あ

ら
ず

。

…

…

心
を

紡

績

に
專

ら

に

し
、

戯

笑

を

好
ま

ず

、

酒

食

を

潔

く

齊

へ
、

以

て
賓

客

に

奉
ず

、

是

れ

婦

功

と

謂

ふ
。

、
・

一

'

き

古
詩

上
山
采
藤蕪

」

考
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彼
女
が
機
織
り
以
外
の
仕
事
に
も
秀
で
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。

20

四

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
「
徳
」
・
「
言
」
・
「容
」
・
「
功
」
が
、

順
序
通
り
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
こ

で
・
作
者
は
意
圖
的
に
並
べ
て
理
想
的
な
女
性
像
を
描
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
假
説
が
成
り
立

つ
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
わ
た
く

し
は
・
靡
蕪
の
詩
は
二
解
に
分
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
を
わ
か
り
や
す
く
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

第

一
句

・
第

二
句

…

…

…

前

半

部

の
導

入

句

第

三

句

・
第

四

句

…

・:
…
徳

第

五

句

・
第

六

句

…

…

…
言

第

七

句

・
第

八

句

…

…

・:
容

第

九

句

・
第

十

句

…

…

…
後

半

部

の
導

入
句

第
十
二
句

・
第
十
二
句

第
十
三
句

・
第
十
四
句

第
十
五
句

・
第
十
六
句

功

こ
の
詩
で
重
要
な
の
は
、
夫
が
四
徳
の
う
ち
で
も
最
も
大
切
な

「
徳
」
の
こ
と
に
全
く
燭
れ
ず
、
最
後
の

「
功
」
に
つ
い
て
、
最
も

多
く
言
葉
を
費
し
て
い
る
黙
で
あ
る
。



『世
説
新
語
』
に
次
の
よ
う
な
二

つ
の
逸
話
が
あ
る
。

一
つ
は
許
允
の
話
で
あ
る
。

許
允
婦
、
是
玩
衛
尉
女
、
徳
如
妹
。
奇
醜
。
交
禮
覚
、
允
無
復
入
理
、
家
人
深
以
爲
憂
。
會
允
有
客
至
。
婦
令
碑
視
之
、
還
答
日

「
是
桓
郎
。」
桓
郎
者
、
桓
範
也
。
婦
云
、
「無
憂
、
桓
必
渤
入
」
。
桓
果
語
許
云
、
「
玩
家
既
嫁
醜
女
與
卿
、
故
當
有
意
。
卿
宜
察

之
。」
許
便
回
入
内
、
既
見
婦
、
部
欲
出
。
婦
料
其
此
出
、
無
復
入
理
、
便
捉
裾
停
之
。
許
因
謂
日
、
「婦
有
四
徳
、
卿
有
其
幾
。
」

婦
日
、
「新
婦
所
乏
、
唯
容
爾
。
然
士
有
百
行
、
君
有
幾
。」
許
云
、
「皆
備
。」
婦
日
、
「
夫
百
行
以
徳
爲
主
。

君
好
色
不
好
徳
。

何
謂
皆
備
。」
允
有
漸
色
、
途
相
敬
重
。

許
允
の
婦
は
、
是
れ
玩
衛
尉

(
共
)
の
女
、
徳
如

(侃
)
の
妹
な
り
。
奇
だ
醜
し
。
交
禮
寛
は
る
も
、
允
復
た
入
る
の
理
無
く
、

家
人
深
く
以
て
憂
ひ
と
爲
す
。
會
た
ま
允
に
客
の
至
る
有
り
。
婦
、
脾
を
し
て
之
を
覗
し
む
る
に
、
還
り
て
答

へ
て
日
く
、「
是
れ

桓
郎
な
り
」
と
。
桓
郎
と
は
、
桓
範
な
り
。
婦
云
ふ
、
「
憂
ふ
る
無
か
れ
、
桓
必
ず
入
る
を
勧
め
ん
」
と
。
桓

果
し
て
許
に
語

り

て
云
ふ
、
「玩
家
既
に
醜
女
を
嫁
し
て
卿
に
與
ふ
、
故
よ
り
當
に
意
有
る
べ
し
。
卿
宜
し
く
之
を
察
す
べ
し
」

と
。許
便
ち
回
り
て

内
に
入
り
て
、
既
に
婦
を
見
、
部
ち
出
で
ん
と
欲
す
。
婦
、
其

の
此
に
出
つ
れ
ば
、
復
た
入
る
の
理
無
し
と
料
り
、
便
ち
裾
を
捉

り
て
之
を
停
む
。
許
因
り
て
謂
ひ
て
日
く
、
「
婦
に
四
徳
有
り
、
卿
其
の
幾
有
り
や
」
と
。
婦
曰
く
、
「
新
婦

の
乏
し
き
所
は
唯
容

の
み
。
然
し
て
士
に
百
行
有
り
。
君
幾
有
り
や
」
と
。
許
云
ふ
、
「
皆
備
れ
り
」
と
。
婦
日
く
、
「
夫
れ
百
行
は
徳
を
以
て
首
と
爲

す
。
君
は
色
を
好
み
て
徳
を
好
ま
ず
。
何
ぞ
皆
備
れ
り
と
謂
ふ
や
」
と
。
允
漸
つ
る
色
有
り
、
途
に
相
敬
重
す
。
(賢
媛
篇
八
)

許
允
は
、
結
婚
式
の
當
日
、
妻
が
あ
ま
り
に
不
美
人
で
あ

っ
た
た
め
に
、
部
屋
か
ら
逃
げ
出
し
て
し
ま

っ
た
。
女
性
の

「徳
」
を
み

る
前
に
、
「容
」
だ
け
で
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
妻
か
ら
、
「
君
は
色
を
好
み
て
徳
を
好
ま
ず
」
と
批
判
さ
れ
た
の
も
仕
方
な
い
。

古
詩

上
山
采簾

蕪
L
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も
う

一
つ
は
筍
藥
の
話
で
あ
る
。

荷
奉
情
與
婦
至
篤
。
多
月
、
婦
病
熱
、
乃
出
中
庭
、・
訂
取
冷
還
"
以
身
婁
之
q
婦
亡
、
奉
傭
後
小
時
亦
卒
。
以
是
獲
磯
於
世
ゆ
奉

借
日
、
「
婦
人
徳
不
足
稻
、
當
以
色
爲
主
。」
斐
令
聞
之
白
、
「此
乃
是
興
到
之
事
、
奴非
盛
徳
之
言
。
翼
後
人
未
昧
此
語
。」

荷
奉
情

(藥
)
は
婦
と
至

っ
て
篤
し
。
冬
月
、・
婦
の
熱
に
病
む
や
、
乃
ち
中
庭
に
出
で
、
自
ら
冷
を
取
り
て
還
り
、
身
を
以
て
之

を
婁

せ
り
。
婦
の
亡
ず
る
や
、
奉
情
も
後
小
時
に
し
て
亦
卒
す
O
是
を
以
て
識
り
を
世
に
獲
た
り
℃
奉
情
日
ぐ
、
「
婦
人

は
徳
稻

す
る
に
足
ら
ず
、
當
に
色
を
以
て
主
と
爲
す
べ
し
」
と
。
斐
令

(顧
)
之
を
聞
き
て
日
く
、
「此
は
乃
ち
是
れ
興
到
の
事
に
し
て
、

盛
徳

の
言
に
非
ず
。
翼
く
は
後
人
未
だ
此
の
語
に
昧
ま
さ
れ
ざ
れ
」
と
。
入
惑
溺
篇
二
)

筍
藥
は
・
妻
が
美
人
で
あ

っ
た
た
め
に
⊃
身
を
犠
牲
に
し
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
女
性
は

「徳
」
な
ど
ど
う
で
も
よ
く
・、
「
色
」
が
す

べ
て
だ
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
も
斐
顧
ら
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
る
。

」

こ
れ
に
封
し
て
、
駆
蕪
の
詩
の
男
は
、
「
言
」
や

「容
」
も
問
題
に
し
て
は
い
る
が
、
主
と
し
て

「功
」
の
面
か
ら
女
性

を

み

て
.い

る
。
「功
」
、

つ
ま
り
螢
働
生
産
性
の
優
劣
は
、
「
容
」
の
優
劣
以
上
に
は

っ
き
り
し
て
い
る
。
鎌
を

一
日
に

一
匹

(
四
丈
)
織
る
新
人

と
、
練
よ
り
上
等
の
素
を
五
丈
餘
り
も
織
る
故
人
。
ど
ち
ら
が
勝
れ
て
い
る
か
は
、
=「新
人
は
故
に
如
か
ず
」
(第
十
六
句
)
辱と
い
う
男

の
言
葉
を
待

つ
ま
で
も
な
い
。
彼
も
結
局
、
女
性
の
一
番
大
切
な
も
の
が

「
徳
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
・わ
か
っ
て
い
な

い
め

で

あ

る
。
彼
の
獲
言
の
中
に
は
、
「言
」
・
「容
」
・
「
功
」
の
こ
と
は
あ
る
が
、
「徳
」
の
こ
と
は

一
言
も
燭
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

凸
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さ
て
以
上
、
靡
蕪
の
詩

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。
こ
の
詩
が

[
婦
人
の
四
徳
」
の
思
想
を
背
景
に
も

っ
た
詩
で
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
決
し
て
輕

い
詩
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
他
の
七
篇
に
も
劣
ら
な
い
重
厚
な
詩
で
あ

っ
た
と
言
え
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
詩
が

『
王
毫
新
詠
』
の
巻
頭
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

中
國
人
は
、
詩
集
や
文
集
を
編
む
場
合
、
何
を
選
ん
で
何
を
最
初
に
載

せ
る
の
か
、
非
常
に
氣
を
遣
う
。
た
と
え
ば

『
文
選
』
は
、

詩

よ
り
も
賦
を
、
賦

の
中
で
も
班
固
の

「爾
都
賦
」
を
、
巻
頭
に
置
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、
昭
明
太
子
が
賦
を
最
も
重
要
な
文
燈
と
考

え
、
肚
麗
な
京
都
の
賦
に
最
高
の
文
學
的
償
値
を
認
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
班
固
の
文
學
観
に
深
く
共
鳴
し
て

い
た
こ
と
も
、
そ
の

(
10
)

一
因
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
詩
の
順
序
に
し
て
も
、
束
哲
の

「
補
亡
詩
」
を
初
あ
に
置
い
て
い
る
。
こ
れ
も
、
詩
輕
の
傳
統
を
縫
承
西

よ
う
と
す
る
昭
明
太
子
の
文
學
観

の
反
映
で
あ
る
。

(
11
)

周
知
の
ご
と
く
、

『
玉
皇
新
詠
』
は

『文
選
』
に
封
す
る
強
い
封
抗
意
識

の
下
に
編
ま
れ
た
。

『玉
毫
新
詠
』

の
順
序
は
、

一
鷹
時

代
順
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
離
蕪
の
詩
を
選
ん
で
初
め
に
置
い
た
の
は
、
こ
れ
が
軍
に
時
代
的
に
古
い
と
い
う
理
由
だ
け
か
ら
で

は
な
い
。
『
玉
毫
新
詠
』
の
編
纂
を
命
じ
た
簡
文
帝
は
、
實
は
、
靡
蕪
の
詩
を
非
常
に
愛
好
し
て
い
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。

齊
以
前
の
詩
人
た
ち
は
、
靡
蕪
の
詩
に
樹
し
て
ほ
と
ん
ど
興
味
を
示
し
て
い
な
い
。
因
み
に
、
こ
の
詩
を
典
故
に
し
た
詩
を
強
い
て

學
げ
れ
ば
、
次
の
わ
ず
か
三
篇
だ
け
で
あ
る
。

①
新
人
錐
可
愛
、
無
若
故
所
激
。
(曹
植

「浮
薄
篇
」
)

②
重
新
而
忘
故
、
君
子
所
尤
談
。
(徐
幹

「室
思
詩
」
ー

『玉
毫
新
詠
』
巻
一
)

③
相
逢
詠
靡
蕪
、
僻
寵
悲
團
扇
。
(謝
眺

「
雑
詩
」
其
二

同
主
簿
怨
情
-

『
玉
毫
新
詠
』
巻
四
)
'
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と
こ
ろ
が
、
簡
文
帝
は
、
實
に
六
篇
も
の
詩
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
典
故
と
し
て
用
い
て
い
る
。

①
掩
閨
泣
團
扇
、
羅
幌
詠
靡
蕪
O
(「有
所
思
」)

喜

②
秋
風
與
白
團
、
本
自
不
相
安
。

新
人
及
故
愛
、
意
氣
豊
能
寛
。
(「怨
詩
」)

③
出
妻
工
織
素
、
妖
姫
慣
激
銭
。
(「雍
州
十
曲
抄
」
三
首

其
三

大
堤
)

④
東
方
千
騎
從
驕
駒
、
更
不
下
山
逢
故
夫
。
(
「採
菊
篇
」
)

⑤
楊
柳
葉
繊
繊
、
佳
人
瀬
織
練
。
(「春
閨
情
」)

⑥
故
人
錐
故
昔
経
新
、
新
人
錐
新
復
鷹
故
。
(
「和
薫
侍
中
子
顯
春
別
」
四
首

其
二
)

特
に
⑥
の
句
に
は
、
簾
蕪
の
詩

の
女
性
に
封
す
る
同
情
の
氣
持
が
強
く
感
し
ら
れ
、
興
味
深
い
。

簡
文
帝
の
影
響
か
ど
う
か
は
断
定
で
き
な
い
が
、
同
時
代
の
梁
陳
の
詩
人
た
ち
も
、
競

っ
て
簾
蕪
の
詩
を
典
故

に
用
い
て
い
る
。
そ

の
例
を
次
に
畢
げ
る
。

①
誰
能
憐
故
素
、
終
爲
泣
新
練
。
(薫
子
雲

「
春
思
」)

②
寧
復
歌
靡
蕪
、
唯
聞
歎
楊
柳
。
(
王
箔

「和
呉
主
簿
」
六
首

其
三

遊
望
二
首

其

一
)

③
誰
家
蕩
舟
妾
、
何
庭
織
練
人
。
(飽
泉

「雑
詩
」
二
首

其
二

落
日
看
還
)

④
行
行
春
遙
廃
蕪
緑
、
織
素
那
復
解
琴
心
。
(
江
総

「雑
曲
」
三
首

其

一
)

⑤
奈
許
新
練
傷
妾
意
、
無
由
故
創
動
君
心
。
(
江
網

「怨
詩
」
二
首

其

一
)
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⑥
偏
著
故
人
織
素
詩
、
願
奏
秦
聲
采
蓮
調
。
(江
縫

「
内
殿
賦
新
詩
」)

⑦
無
復
専
房
日
、
猶
望
下
山
逢
。
(何
曼
才

「爲
徐
陵
傷
妾
」)

⑧
幽
人
披
蘇
蕩
、
怨
妾
採
簾
蕪
。

紫
巖
無
暮
雨
、
何
時
迭
故
夫
。
(繹
恵
標

「詠
山
」
三
首

其
二
)

そ
し
て
次
の
よ
う
に
、
簾
蕪
の
詩
を
模
擬
の
封
象
と
し
た
詩
ま
で
産
ま
れ
て
い
る
。

①
入
堂
値
小
婦
、
出
門
逢
故
夫
。

含
群
未
及
吐
、
納
袖
且
蜘
踊
。

揺
絃
扇
似
月
、
掩
此
涙
如
珠
。

今
懐
固
無
已
、
故
情
今
有
餘
。
(湘
東
王
繹

「
戯
作
髭
詩
」
1

『玉
毫
新
詠
』
巻
七
)

②
出
戸
望
蘭
薫
、
襲
簾
正
逢
君
。

敏
容
纏

一
訪
、
新
知
誰
可
聞
。

新
人
含
笑
近
、
故
人
含
涙
隠
。

妾
意
在
寒
松
、
君
心
逐
朝
橦
。
(王
曾
濡

「爲
何
庫
部
薔
姫
擬
蘇
蕪
之
句
」
i

『
玉
毫
新
詠
』
巻
六
)

③
留
故
夫
、
不
峙
躇
。

別
待
春
山
上
、
相
看
采
疎
蕪
。
(
王
筍

「
劉
孝
紳
元
廣
州
景
仲
座
見
故
姫
」
1

『
玉
壷
新
詠
』
巻
九
)

そ
し
て
更
に
注
目
す
べ
き
は
、
班
箆
好
の

「
怨
歌
行
」
と
封
比
さ
せ
た
詩
が
非
常
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
引
用
し
た
謝
眺
の

古
詩

「上
山
采
蕪
蕪
」
考

%
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「
雑
詩
」
・其
二
、
簡
文
帝
の

「
有
所
思
」
・
「
怨
詩
」
の
ほ
か
に
、
次

の
よ
う
な
詩
が
あ
る
。

.
∴

う
」
、
・L

二

～

①
適
言
新
作
裂
紋
詩
、
誰
悟
今
成
織
素
詩
。
(湘
東
王
繹

「春
別
慮
令
」
四
首

其
三

門
前
楊
柳
)
ー

②
新
練
疑
故
素
、
盛
趙
蔑
衰
班
。
(劉
孝
緯

「遙
見
鄭
舟
主
人
投

一
物
衆
姫
争
之
有
客
請
余
爲
詠
」
)

③
空
螢
織
素
巧
、
徒
爲
團
扇
僻
。
(劉
孝
儀

「閨
怨
」
)

④
裁
紋
終
委
筐
、
織
素
空
有
餘
。
(温
子
昇

「結
機
子
」)

班
姥
好

の

「怨
歌
行
」
は
、

『文
選
』
に
も

『
玉
墓
新
詠
』
に
も
牧
め
ら
れ
て
い
る
名
作
で
あ
る
。
こ
れ
と
封

に
し
た
と
い
う
こ
と

は
、
内
容
的
に
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
も

一
つ
に
は
あ
る
。
男
に
捨
て
ら
れ
た
、
あ
る
い
は
捨
て
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
女
性
を
描
い

た
と
い
う
、
内
容
の
類
似
性
で
あ
る
。
し
か
し
、
見
方
を
か
え
れ
ば
、
離
蕪
の
詩
に
樹
す
る
評
贋
が
急
速
に
高
ま

っ
た
と
も
言
え
る
の

で
あ
る
ρ

%

=』
!、

 

そ
れ
で
は
き
簡
文
帝
は
な
ぜ
簾
蕪
の
詩
を
好
ん
だ
の
だ
δ
う
が
。一
恐
ら
ぐ
彼
ば
、
こ
の
詩
を
い
わ
ゆ
る

「
鑑
詩
」
の
典
型
も
し
く
は

原
黙
と
み
て
い
た
の
で
は
な

い
か
、
と
わ
た
く
し
は
考
え
て
い
る
。

『
玉
毫
新
詠
』
が
盤
詩
や
鑑
歌
を
集
め
た
詩
集
で
あ
る
こ
と
は
、
次

の
徐
陵

「玉
毫
新
詠
序
」
に
も
明
記
さ
れ

て
い
る
。

但
往
世
名
篇
馬
當
今
巧
製
、
分
諸
麟
閣
、、散
在
鴻
都
。
不
籍
篇
章
、
無
由
披
覧
。
於
是
燃
脂
瞑
爲
、
弄
筆
農
書
、
撰
録
鑑
歌
、
凡

、爲
十
巻



曾
無
恭
於
雅
頒
、
亦
靡
濫
於
風
人
。
脛
滑
之
間
、
若
斯
而
已
。

但
し
往
世
の
名
篇
、
當
今
0
巧
製
は
、
諸
を
麟
閣
に
分
か
ち
、
散
じ
て
鴻
都
に
在
り
。
篇
章
に
籍
せ
ざ
れ
ば
、
披
覧
す
る
に
由
無

し
。
是
に
於
て
脂
を
燃
や
し
て
瞑
爲
し
、
筆
を
弄
し
て
農
に
書
し
、
鑑
歌
を
撰
録
し
、
凡
そ
十
巻
と
爲
す
。

曾
ち
雅
碩
を
恭
す
こ
と
無
く
、
亦
風
人
を
濫
す
こ
と
靡
し
。
脛
潤
の
問
、
斯
の
若
き
の
み
。

(
12
)

鑑
詩
は
、
「
つ
や

っ
ぽ

い
詩
」
、
あ
る
い
は

「な
ま
め
か
し
い
詩
」
と
は
限
ら
な
い
。
小
尾
郊

一
氏
は
言
う
。

女
性
の
情
愛
、
女
性
の
姿
態
、
女
性
の
用
い
る
器
具
等
、
女
性
に
關
す
る
こ
と
を
歌

っ
た
詩
が
鑑
詩
で
あ
り
、
そ
れ
を
集
め
た
も

の
が
玉
毫
新
詠
で
あ
る
。

、
森
野
繁
夫
氏
は
・
馨

…の
誌
に
つ
い
て
・
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
華

こ
れ
は

「玉
毫
新
詠
」
の
冒
頭
に
置
か
れ
た
作
品
で
・
男
の
親
が
無
理
に
別
れ
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
い
ま
だ
に
相
手
を
忘
れ

∴

か
ね
て
い
る
二
人
の
男
女
、
こ
と
に
女

の
嘆
き
を
詠

っ
た
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る

「
鑑
歌
」
ら
し
く
な
い
作
品
で
あ
る
が
、
徐

陵
は
な
ぜ
か
此
の
詩
で
詩
集
の
冒
頭
を
飾
る
。

靡
蕪
の
詩
を
、
「
い
わ
ゆ
る

『鑑
歌
』
ら
し
く
な
い
作
品
」
と
い
う
の
は
誤
解
で
あ
る
。
す
で
に
引
用
し
た
が
、
駆
蕪
の
詩
を

模

擬

し
た
湘
東
王
繹
の
詩
の
題
名
が
、
何
と
、
「
戯
作
錨
詩
」
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る

(
二
五
頁
)。
湘
東
王
薫
繹
は
、
簡
文
帝
薫
綱

の
弟

で
あ
る
。
當
時
、
靡
蕪
の
詩
が

「鑑
詩
」
の
典
型
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
。

梁
簡
文
爲
太
子
、
好
作
鑑
詩
、
境
内
化
之
、
浸
成
俗
、
謂
之
宮
膣
。
晩
年
欲
改
作
、
追
之
不
及
。
乃
令
徐
陵
爲

玉
毫
集
、
以
大
其

盤
。

古
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梁
の
簡
文
太
子
爲
り
し
と
き
、
好
み
て
鑑
詩
を
作
り
、
境
内
之
に
化
し
、
浸
ま
す
俗
を
成
し
、
之
を
宮
鐙
と
謂

ふ
。

晩
年
改
作
せ
ん
と
欲
し
、
之
を
追

へ
ど
も
及
ぼ
ず
。
乃
ち
徐
陵
を
し
て
玉
垂
集
を
爲
ら
し
め
、
以
て
其

の
膿
を
大
に
す
。

(劉
粛

『大
唐
新
語
』
巻
三
)

こ
れ
は
、
『
玉
毫
新
詠
』
編
纂

の
事
情
を
傳
え
る
唯

一
の
資
料
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
晩
年
、
「宮
膣
」
の
流
行
を
改
め
よ
う

と
し
た
が
、
で
き
な
か
っ
た
の
で
徐
陵
に

『
玉
毫
集
』
の
編
纂
を
命
し
た
、
と
い
う
黙
で
あ
る
。

從
來
、
『
玉
毫
新
詠
』
と
い
え
ば
、
宮
膿
詩
流
行
の
流
れ
に
洛

っ
て
編
ま
れ
た
も
の
、
と
い
う
認
識
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
わ

た
く
し
は
、
宮
膿
詩
の
流
行
に

一
定
の
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
し
た
の
が

『
玉
毫
新
詠
』
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て

い
る
。
『
玉
毫

新

詠
』
は
、
鑑
詩
が
脆
弱
で
淫
靡
な
方
向
に
流
れ
る
の
を
誠
め
、
麩
詩
の
本
當
の
よ
さ
を
示
す
た
め
に
編
ま
れ
た
の
で

は
な

い
だ

ろ

う

か
。
確
か
に
、
『
玉
毫
新
詠
』
に
は
な
ま
め
か
し
い
詩
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
過
度
に
淫
靡
な
詩
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
駆
蕪
の
詩
を

含
む

「
古
詩
八
首
」
な
ど
は
、
非
常
に
眞
面
目
な
作
品
で
あ
る
。
嚴
羽
は
す
で
に
そ
の
黙
に
氣
つ
い
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

或
者
但
謂
繊
監
者
爲
玉
毫
燈
、
其
實
則
不
然
。

或
る
者
但
だ
繊

鑑
な
る
者
を
謂
ひ
て
玉
毫
膣
と
爲
す
も
、
其
の
實
は

則

ち

然

ら
ず
。
(『槍
浪
詩
話
』
詩
膣
)

徐
陵
の

「
曾
ち
雅
碩
を
恭
す
こ
と
無
く
、
亦
風
人
を
濫
す
こ
と
靡
し
」
と
い
う
言
葉
は
、
從
來
輕
く
み
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
自
信
に
満
ち
た
獲
言
は
無
覗
で
き
な
い
し
、
決
し
て
タ
テ
マ
ェ
論
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
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結

語

そ
れ
で
は
最
後
に
、
い
わ
ゆ
る

「
古
詩
」
に
つ
い
て
述
べ
て
結
び
と
し
た
い
。

離
蕪
の
詩
は
、
『
玉
毫
新
詠
』
の
性
格
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
「
古
詩
」
の
性
格
を
考
え
る
上

で
も
重
要
な
意
義

を
も

っ
て
い
る
。
廃
蕪
の
詩
に

「婦
人
の
四
徳
」
の
思
想
が
流
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
見
方
に
よ
れ
ば
、
倫
理
的
、
道
徳
的
な
詩
だ
と

も
言
え
る
。
と
い
っ
て
も
、
決
し
て
悪
い
意
味
で
は
な
い
。

鈴
木
修
次
氏
は
、
靡
蕪
の
詩
を

「非
情
の
文
學
」
、
す
な
わ
ち
、
「
人
間
の
當
爲

へ
の
努
力
や
良
識
に
も
と
つ
く

生
活
道
徳
に
封

し

(
14
)

 て
水
を
さ
す
」
よ
う
な
文
學
、
の

一
例
と
し
て
學
げ
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

下
世
話
の
興
味
の
封
象
と
な
り
う
る
話
し
が
ら
で
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、
こ
れ
ま
た
非
常
識
的
で
、
そ
れ
な
り
の
非
情
さ
を
感
ず

る
。
…
…
作
品
の
中
心
を
な
す
部
分
は
、
新
薔

の
女
の
比
較
を
こ
こ
ろ
み
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
・…
:
新
曹
の
女
の
比
較
は
、古
詩
、

古
歌
に
お
い
て
始
め
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
題
材
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
題
材
が
文
學

の
樹
象
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
は
、

一
面
か
ら
す
れ
ば
、
文
學
感
情
の
自
由
な
開
放
が
庶
民
的
世
界
に
お
い
て
し
だ
い
に
活
擾
に
行
わ
れ

よ
う
と
し
た
た
め
で

あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
可
能
で
あ
ろ
う
。

こ
の
詩
に

「文
學
感
情
の
自
由
な
開
放
」
を
み
る
考
え
方
は
、
わ
た
く
し
の
そ
れ
と
は
正
反
封
で
あ
る
。
そ
も

そ
も
、
「
古
詩
」
と
し

て
傳
わ
る
漢
代
無
名
氏
の
五
言
詩
は
、
表
現
の
面
か
ら
も
、
内
容
の
面
か
ら
も
、
高
度
の
知
的
教
養
を
備
え
た
人
で
な
け
れ
ば
作
れ
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
靡
蕪
の
詩
を

「
庶
民
的
世
界
」
の
産
物
と
考
え
る
の
は
や
は
り
無
理
が
あ
る
。
む

古
詩

「上
山
采
簾
蕪
」
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し
ろ
、
マ「
庶
民
的
世
界
」
と
は
縁
遠
い
も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
そ
の

.・

コ
「
『
妻

新
詠
』
は
女
性
に
是
非
讃
ん
で
ほ
し
い
」
と
言

っ
た
の
は
・
饗

者
の
徐
陵
で
臥
縛
・
女
性
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
・
そ
の

一
つ
の
理
想
像
が
簾
蕪

の
詩
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
理
想
的
な
女
性
で
す
ら
、
男
に
棄
て
ら
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
女

性
と
い
う
も

の
は
、
.や
は
り
不
幸
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
女
性
に
は
男
に
は
な
い
よ
さ
が
あ
る
。
男
に
棄
て
ら
れ
た
女
性
の

情
愛
を
細
や
か
に
描
き
、
女
性
の
美
し
さ

・
す
ば
ら
し
さ
を
巧
み
に
鳥
し
出
し
た
の
が
鑑
詩
で
あ
り
、,
そ
れ
を
集
め
た
の
が

『
玉
壷
新

詠
』
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
藤
蕪
の
詩
は
、
そ
の
巻
頭
を
飾
る
の
に
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
詩
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

註

、

・

(
1
)

『
樂
府

散
曲
』
(
筑
摩
書
房

・
中
國
詩
文
選

二
二
)
五
八
頁
。

(
2
)

『
魚
玄
機

・
醇
濤
』
一(
集
英
社

・
漢
詩
大
系

一
五
)

八
四
頁

・
下

注

。

(
3
)
劉
譲

言
等
選
注

『
中
國
古
典
詩

歌
選
注

一
』

(
甘
崩
省
人
民
出
版

社

)
は
次

の
よ
う
に
言
う
。

"
妹
"
與
上

一
句
的

"
好
"
、

都
是
封

一
個
人
的
紹
評
、
是
綜

合

了
各
方

面
的
優
鷺
來

説
的

。
(
一
九
〇
頁
)

(
4
)
内

田
泉
之
助
'
『
玉
毫
新
詠
上
』

(
明
治
書
院

・
新
繹
漢
文
大
系

六

〇

)
四
0

頁
。

(
5
)
こ
の
文

を
、

「
言
は
倍
倍
な
ら
ず
と
難
も
、

道

の
突
兀

な

る
に
似

て
…
…
」
と
讃
む
説
も
あ

る
。

(
6
)
手
如
柔
黄
、
膚
如
凝
脂
。

領
如
蛆
蜻
、
歯

如
瓠

犀
。

蟻
首
蛾
眉
。

㎜

巧
笑
情
号

、
美

目
紛
号
。

(
『
詩
経
』
衛
風

「
磧
人
」
)

・
蛾
蛾
紅
粉
粧
、
繊
繊
出
素
手
。
(
其

二
)

繊
織
擢
素
手
、
札
札
弄
機
拝
。
(
其
十
)

、

余
冠
英

(
『
樂
府
詩
選
』
・
『
漢
魏
天

朝
詩
選
』
)

の
説
。

小
西
昇
氏

(
『
漢
代
樂
府

謝
霊
運
詩
論
集
』

一
四
頁
)
・
田
中
謙

二

氏

(
前
掲
書
五
五
頁
)
も

、

こ
の
説
を
と

っ
て
い
る
。

山
田
勝
美

・
阿
部
正
衣
郎

雨
氏

『中

國
文
學

に
お
け

る
悲
愁
詩
』

一
五
頁
。

こ
の
鮎
に

つ
い
て
は
、
藤

原
尚

氏

「
班
固

の
賦
観
」
(
『
廣
島
大
學

文

學
部
紀
要
』
第

四

一
巻
)
を
参
照
。

吉

田
猛

氏

「
『
玉
毫

新
詠
』

の
成
立

に

つ
い
て
」
(
『
立
命
館
文
學
』
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第

四
三
〇

・
四
三

一
・
四
三
二
號
)
が
詳

し
い
6

(
12
)
『
玉
毫
新
詠
索
引
』
(
山
本
書
店

)
解
説

。

(
13
)
『
六
朝
詩

の
研
究
』
(
第

=
學
習
社

)
三

一
五
頁

。

(
14
)
『
漢
魏
詩

の
研
究
』
(
大
修
館
書
店

)
四
一
二

・
四
二
二
頁
。

(
15
)
方
當
開
弦
標
秩
、

散
此
纏
縄

、

永

封
翫
予

書
偲

、
門撫
徳
瑛

於
轡

手
。

、

ー

「

'

o

o

o

o

o

o

o

。

「

婁
彼
諸
姫
、
柳

同
棄

日
。
碕
敷
形
管
、
無
或
機
焉
。

、

ノ

(
徐
陵

「
玉
壷

新
詠
序
」
)

31

古
詩

ヱ
山
采

蕪
一

考


